「スマホに頼らない乳幼児期の遊び方講座講師育成事業」企画提案書様式４号


	団体等の名称
	

	代表者氏名
	

	所　在　地
	



　※各項目の記入スペースは、提案内容に応じて適宜拡張・縮小、表形式への変更など、自由に使用して構いません。また、必要に応じて別紙の添付も可能です。

１　事業実施体制等
（１）本業務の実施方針について、貴団体の考えを記載してください。






（２）実施体制（総括責任者や担当者等の体制詳細）を記載してください。
※関連する保有資格、経験及び実績についても可能な範囲で記載すること。




　

（３）公募仕様書に基づいた年間スケジュールを記載してください。






２　子育て支援センター職員等向け教材の作成
具体的な教材の内容（目次案やページ割等）と、内容の客観性かつ信頼性を確保するための具体的な対応を提案してください。






３　乳幼児保護者向け啓発ツールの作成
県内全域の保護者に対し、本事業の目的に沿った効果的な啓発が可能となるよう、その種類や内容及びその種類を選択した理由について、具体的に記載してください。なお、印刷物（作成必須）について、その印刷部数も記載してください。
○ツール例：リーフレット、読み聞かせ用絵本等
また、子育て支援センター職員等が、保護者への啓発活動においてどのように活用することを想定しているか、具体的に示してください。






４　研修の実施
（１）参加者の利便性に配慮した、具体的な会場（会場名・住所・広さ・定員等を含む）を提案してください。　






（２）基礎編について、具体的なテーマ、開催内容、実施時期・時間、募集方法、講師等の提案を行ってください。






（３）実践編について、具体的なテーマ、開催内容、実施時期・時間、募集方法、講師と、研修受講後、各子育て支援センター等において、保護者への啓発活動や講座の開催をすぐに実践できるような工夫等について、提案を行ってください。






（４）フォローアップについて、具体的な開催内容、募集方法、講師と、受講者が実際に啓発活動を進める中で生じた疑問や課題に対し、個々のニーズに応じて柔軟かつ継続的に支援できる受講形態等について具体的に提案してください。
　（受講形態提案例：実践編終了後、２か月間のフォローアップ対応期間を設け、訪問支援、電話相談、オンライン相談等の支援をニーズに合わせて提供する。）






５　独自提案
業務を実施するにあたり、提案者が上記以外の事項で、必要又は効果的と考える事柄があれば提案
してください。






６　類似の過去事業実績
　　本事業と関連する、過去に貴団体が実施した事業があれば、その実績を記載してください。






７　特記事項
　　団体の強み、特徴など評価向上に資する事項について、自由に記載してください。






